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Ⅰ．見直しの理由 

「つくばエクスプレス開業に向けた輸送力増強事業」を実施目標として平成 17 年に策定さ

れた関東鉄道常総線再生計画について、快速列車の運行が平成 17 年 8 月に達成され、当初の

予想を大きく上回る常総北線の利用客増に寄与する成果が得られた。その後、更なる利便性向

上による需要の掘り起こしを図るためフルタイム快速運転を目指し平成 18 年に計画の見直し

を図ったところであるが、これまでの施策効果である「常総北線の増加傾向」を今後も継続的

なものにするためには、「フルタイム快速運転」に向けた段階的整備においても、より効果的

な施策を優先して実施する必要があり、今回、再生計画の見直しを図るものであります。 

 

Ⅱ．これまでの実績 

  これまでの計画期間中に、輸送力増強事業として「快速列車の運行」「列車頻度の向上」「行

き違い設備新設」、利用促進事業として「P&R 無料駐車場整備」「企画乗車券拡充」「駅ウォー

キング大会開催」など様々な施策（別紙１ 実績一覧添付）を実施してきた。 

つくばエクスプレス開業により守谷駅とその隣接駅での逸走があったものの、これらの利便

性向上施策の効果により、常総線全線での輸送人員は平成 19 年度に対前年+1.0%と増加に転じ

た。また、収入面においては乗車距離の長い常総北線の利用者が平成 18 年度に+5.1%、平成

19 年度に+7.7%と継続的な増加傾向を示していることや、平成 19 年 4月 23 日実施の運賃改定

の効果により、平成 19年度において約 151 百万円増収(+7.5%)となった。再生計画において、

平成 19 年度の営業損益は 76 百万円の赤字を想定していたが、実績としては 61 百万円の黒字

となり大幅な収支改善を図ることができた。 

＜常総線全線＞           ＜常総北線＞ 
 

  Ｈ16 H17 H18 H19 
 

  Ｈ16 H17 H18 H19 

運行本数 

(本/日) 
160 209 209 237  

運行本数 

(本/日) 
70 86 86 101 

対前年 - +30.6% 0.0% +13.4%  対前年 - +22.9% 0.0% +17.4% 

輸送人員 

(万人/年) 
1,145 1,095 1,043 1,052  

輸送人員 

(万人/年) 
95 99 104 112 

対前年 - -4.4% -4.7% +1.0%  対前年 - +4.2% +5.1% +7.7% 

旅客収入 
(百万円/年) 

2,580 2,302 2,026 2,177  
旅客収入 

(百万円/年) 
384 446 525 596 

対前年 - -10.8% -12.0% +7.5%  対前年 - +16.1%  +17.7% +13.5% 

営業損益 
(百万円/年) 

248 22 -57 61  
営業損益 

(百万円/年) 
-206 -209 -127 -92 

対前年 - -91.1% -360% +207%  対前年 - -1.5% +39.2% +28.1% 

 

 

Ⅲ．変更内容 

平成 21 年度に計画されていた「閉そく装置の新設(閉そく信号機新設)」「連動装置の改良

(継電連動装置の改修)」については「自動進路制御装置の新設(PRC 設備新設)」の後の整備が

効果的であるため、平成 23 年度以降に繰り延べとし、平成 23 年度に計画していた「自動進路

制御装置の新設(PRC 設備新設工事)」を優先的に平成 21 年度に実施するものとする。また、

運転時間短縮、安定輸送の確保およびフルタイム快速運転に必要な車両確保のために「車両の

更新」を平成 22 年度、平成 23 年度に追加するものとし、目標実現に向けた効果的整備を図る

ものとする。 

 



  2 

Ⅳ．見直しによる効果（鉄道軌道輸送高度化事業） 

 平成 21 年度 平成 22 年度 平成 23 年度以降 

実 施 

施 策 

①自動進路制御装置の新

設(PRC 設備新設) 

②自動列車停止装置の新

設(駅同時進入) 

③コンクリート枕木化 

①車両の更新 

②自動列車停止装置の新

設(急曲線速度制限) 

③コンクリート枕木化 

フルタイム快速の実施 

 

①車両の更新 

②行き違い設備の改良

(追越線の新設) 

③連動装置の改良 

(継電連動装置の改修) 

（入換信号機の新設） 

④閉そく装置の新設 

(閉そく信号機新設) 

 

実 施 

 

目 標 

①大宝駅通過速度向上に

より快速列車の運転時

分を最大 1 分短縮 

 

②三妻、宗道、下妻、騰

波ノ江駅で交換する列

車の運転時分を最大 1

分 30 秒短縮 

 

③軌道強化による安定輸

送確保・保守作業の軽

減 

①常総北線普通列車の運

転時分を最大 2分短縮 

 

②急曲線通過時の保安度

向上 

 

③軌道強化による安定輸

送確保・保守作業の軽

減 

快速列車を増便 

20 本/日快速列車を運行 

(1 本/時の快速運行) 

 

①列車頻度の向上 

②緩急列車乗り継ぎによ

る利便性向上 

③宗道、大田郷駅通過速

度向上により快速列車

の運転時分を最大 2 分

短縮 

④普通列車における快速

列車待ち時間の短縮・

列車頻度の向上 

期 待 

効 果 

・常総線全線利用者 1%増 

(常総北線利用者 3%

増) 

 

・常総北線の営業損益を

4 百万円改善 

(目標損益-87 百万円) 

・常総線全線利用者 1%増 

(常総北線利用者 3%

増) 

 

・常総北線の営業損益を

15 百万円改善 

(目標損益-72 百万円) 

・常総線全線利用者 1%増 

(常総北線利用者 3%増) 

 

・常総北線の赤字解消 

 



  3 

関東鉄道常総線再生計画関東鉄道常総線再生計画関東鉄道常総線再生計画関東鉄道常総線再生計画        

 

１．現状及び課題 

 ・ 関東鉄道常総線は、茨城県南西部地域を結ぶ全長５１．１キロの路線であり、取手駅から

水海道駅まで（17.5km 常総線）は複線、水海道駅から下館駅まで（33.6km 常総北線）は単

線運行をしており、２９千人／日（平成 19 年度）を輸送している。 

・ 常総線全線においては、つくばエクスプレス開業に伴い、取手からＪＲ常磐線を経由した東京

指向の旅客流動が守谷駅（ＴＸ接続）経由に変わり、旅客の平均乗車キロが短くなった。また、

守谷駅周辺利用者のつくばエクスプレスへの逸走の影響も大きく、現在も続いている。 

・ 一方、常総北線においては、人口の減少、マイカーの普及等の理由から旅客の減少傾向

が続いていたが、平成 16 年 3 月以降増便や沿線市町村と連携したイベントの開催等により

若干ではあるが輸送需要が上向く傾向を示していた。平成 17年 8 月のつくばエクスプレス

開業により石下・下妻・下館地区が都心への通勤・通学圏となったことと、同時期に運行

を開始した守谷～下館間の快速列車との相乗効果により常総北線の輸送人員は 19 年度約

7.7％と増加し、その後も引き続き輸送人員の増加は継続している。 

 

常総線、常総北線の収支で見ますと平成 19 年 4 月 23 日の運賃改定により、常総線全線で

7.5％の増収となり常総線では経常利益を計上したものの、常総北線では、赤字計上が続い

て、経営を圧迫しており、厳しい経営状況である。 

・ このため、つくばエクスプレス開業に伴う経営環境の著しい変化を踏まえた路線活性化

策及び地域振興策を具体的に検討する必要がある。 
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２．再生の目的及び基本的方向 

 ・ つくばエクスプレス開業に伴い、常総線沿線地域から都心へのアクセスが向上し、常総北

線沿線の下館、下妻、石下地区などが東京への通勤・通学圏となったことなどを踏まえ、つ

くばエクスプレスとの接続の改善を図るなど快適性・利便性を高めることにより、常総北線

の利用促進を図り更なる利用者増を目指すとともに、常総線全線での経営収支の改善に努め

る必要がある。 

・ 地元では、平成 16年 10 月、常総地域振興促進期成同盟会（メンバーは地元８市町村長、

議長、商工会長・商工会議所会頭及び県議会議員）の構成市町村長会議において、積極的

に鉄道利用者の利便性を高め利用者を確保し地域の振興を図るため、常総線の輸送力増強

に対する協力・支援が行われているところである。(平成 19 年 7 月所期の目的を達成した

ことで解散し、今後は常総線活性化支援協議会に引き継がれた。) 

・ このような中で、これまで地元からの強い要望事項であった増便及びスピードアップ、朝

夕ラッシュ時の快速列車の運行など輸送力向上事業や利用促進策について、地元市町村等と

一体となって積極的に展開してきたところである。今後は、利便性向上のためにフルタイム

快速運転を含めた列車の運行形態の見直し・増便を図るとともに、ＩＣカード乗車券システ

ムの導入によりシームレスな移動を利用者に提供し、鉄道の再生及び地域の活性化を図る。 

 

なお、つくばエクスプレス開業と同時に運行を開始した快速列車の利用状況について、平

成 18 年 9 月 8 日金曜日に快速列車の停車駅である水海道駅、石下駅、下妻駅、下館駅にお

いて利用者アンケート調査を実施した結果は以下のとおりである。（配布枚数１,０９０枚、

回収枚数５９３枚、回収率５４％） 

アンケートの結果、快速列車を利用したことがない理由として「時間が合っていない」、

今後の要望として「快速列車の増便」との意見が多く、今後フルタイム快速運転の実施に向

け計画を進める必要がある。 

利用したこ
とがない,

25%

よく利用す
る, 31%

ときどき利
用する, 26%

あまり利用
しない, 14%

無回答, 4%

快速列車の利用頻度

その他
21%

時間が合っ
てない

35%

快速停車
駅でない

44%

快速を利用したことがない理由

 

普通列車の
増便
21%

ＪＲ・ＴＸ接続
改善
17%

運転時間の
短縮
13%

最終の繰下
げ
10%

駅設備の改
善
5%

その他
7%

快速列車の
増便
27%

今後の要望
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３．再生の目標（利便性の水準等) 

つくばエクスプレスと守谷駅で接続したことにより利用者の利便性の向上を図るため、Ｉ

Ｃカード乗車券システムの導入と輸送力の増強を行うとともにバリアフリー化を推進する。 

（１）利用者利便性向上、輸送力増強 

  ①列車増便による輸送力増強 

  ②乗り継ぎ・アクセス改善 

  ③フルタイム快速の実施 

（２）高齢者対策・バリアフリー化の推進 

 

実   績（H17～20）  

１．速達性の向上 

(1)運転時分の短縮 

・新造車両の導入 

・快速列車の運行 

・行違い設備の新設 

(2)輸送力の増強 

  ・列車の増便 

  ・始終発時刻延長 

  ・新造車両の導入 

2．利便性の向上 

(1)乗り継ぎ改善 

  ・ＩC カード乗車券システムの

導入 

  ・取手～下館間直通列車の

大幅増便 

  ・水海道乗換えを守谷乗換

えに延伸 

  ・パーク＆ライド整備 

3．快適性の向上 

(1) バリアフリー化の促進 

   誰もが利用しやすい駅を目

指してバリアフリー化を進

める 

・ホームと車両踏段の段差

解消 

・スロープの設置 

4．安全性の向上 

・コンクリート枕木化 

        (軌道強化) 

・自動列車停止装置増設 

・踏切保安設備の改修 

5．サービス改善施設の整備 

・ホーム上屋の新設 

 

 

短   期（H21～22）  

１．速達性の向上 

(1)運転時分の短縮 

・自動列車停止装置の新  

設(駅同時進入) 

・自動進路制御装置

（PRC）の新設 

・車両の更新 

2．快適性の向上 

(1)バリアフリー化の促進 

   誰もが利用しやすい駅

を目指してバリアフリー

化を進める 

・ホームと車両踏段の段

差解消 

・スロープの設置 

3．安全性の向上 

・コンクリート枕木化 

        (軌道強化) 

・自動列車停止装置増設 

4．サービス改善施設整備 

   ・ホーム上屋の新設 

 

 

長  期(H23 以降) 

１．さらなる速達性の向上

を目指して 

（1）フルタイム快速運転の

実施 

  ・行違い設備の改良 

     （追越線の新設） 

 ・連動装置の改良 

 （継電連動装置の改良） 

  （入換信号機の新設） 

 ・閉そく信号機の新設 

（2）運転時分の短縮 

・車両の更新 

2．快適性の向上 

（1）バリアフリー化の促進 

  誰もが利用しやすい駅

を目指してバリアフリ

ー化を進める 

 ・ホームと車両踏段の段

差解消 

 ・スロープの設置 

3．安全性の向上 

・コンクリート枕木化 

        (軌道強化) 
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４．鉄道事業者による事業の具体的内容、資金計画等 

駅の利便性を高めるために、平成 12 年度から、県および市町村により駐車場、自由通路、

視覚障害者誘導用ブロックなどの整備が進められてきたところであり、また、国や県、沿線

市町村、民間団体による常総線を活用したウォーキング大会の開催など利用促進策が展開さ

れている。平成 17 年度には、利便性の向上を図るためのそれまでの取り組みに加え、つく

ばエクスプレス開業に合わせた増便・スピードアップ、快速列車の運行などのハード事業を

中心とした取り組みを行ってきた。 

平成 19 年度以降は、地元市町村など関係機関と連携し利用者の確保・拡大を図るための

ソフト事業に取り組んでいくとともに、更なる速達性・利便性向上のためのハード事業の充

実を推進し利用促進を図る。 

 

 （１）事業の具体的内容（年度別） 

自動進路制御装置（PRC）の新設や車両の代替などを実施し、速達性の向上を図るととも

に、ＩＣカード乗車券システムの導入やホーム上屋の新設、バリアフリー化など、サービス

の向上や利便性向上に努める。 

① 速達性の向上                           （百万円） 

・車両の更新                            計 ５００ 

  車令が 40年を経過している車両が１０両あり、性能が劣るため表定速度が遅い列

車となっている。該当車は車体腐食などが進行しているため、車両の代替を計画的に

進めることにより速達性の向上および安定輸送の確保を図る。 

22 年度  2 両                           ２５０ 

  23 年度  2 両                                                ２５０ 

・フルタイム快速の実施                       計 ６９０ 

  フルタイム快速を実施するために、当初は自動進路制御装置（PRC 化）よりも先に 

継電連動装置の改修を計画していたが、自動進路制御装置（PRC 化）を先に実施する 

ことにより大宝駅の１線スルー化が可能となり速達性の向上が図れる。今後、継電連 

動装置改修時には、その駅毎にスルー化が可能となるため自動進路制御装置（PRC 化） 

工事を先行する。 

21 年度 自動列車停止装置の新設（三妻、宗道、下妻、騰波ノ江）    ２５ 

 21 年度 自動進路制御装置（PRC）設備の新設             ２００ 

23 年度以降  行違い設備の改良（追越線の新設）（石下）          ７０ 

23 年度以降 連動装置の改良（入換信号機の新設）（下館駅）        ６０ 

23 年度以降 連動装置の改良（継電連動装置の改修） 

（宗道、下妻、大田郷）      １２５ 

23 年度以降  閉そく信号機の新設（三妻～石下～下妻～大宝）      ２１０ 

・自動列車停止装置増設（分岐器曲線） 22 年度             計  ５０ 

・コンクリート枕木化(軌道強化)                   計 １５３ 

 21 年度 大宝～騰波ノ江間 2,000 丁                          ５１ 

 22 年度 騰波ノ江～黒子間 2,000 丁                          ５１ 

 23 年度 騰波ノ江～黒子間 2,000 丁                          ５１ 

②乗り継ぎ改善 

水海道駅での乗り継ぎの不便性を解消するため、常総北線を守谷駅まで乗り入れると

ともに、ＩＣカード乗車券システムの導入により連絡運輸の利便性向上を図る。 

     ・ＩＣカード乗車券システムの導入(20 年度)                 計 ５８０ 

・常総北線の守谷駅への乗り入れ 

③高齢者対応バリアフリー化 
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     高齢者、身障者、子供連れの方など誰もが利用しやすい駅を目指してバリアフリー化

を進める。 

・ホーム嵩上げ                               計  ６０ 

  ホームと車両の段差を最小限にして安全性と利便性の向上を図る。 

平成 19 年度  新取手駅                           ２０ 

平成 20 年度    稲戸井駅                           ２０ 

平成 22 年度    小絹駅                            ２０ 

・スロープおよび視覚障害者誘導用ブロック設置 

  ホーム嵩上げ時に、駅舎とホームを結ぶ通路にスロープおよび視覚障害者誘導用 

ブロックを設置し安全性と利便性の向上を図る。 

④サービス改善設備の整備 

  ホーム上屋を新築しサービス向上を図る。 

  ・ホーム上屋の新築                             計 ２０ 

平成 21 年度  中妻駅                            １０ 

平成 21 年度  三妻駅                             １０ 

⑤Ｐ＆Ｒ整備 

  常総北線の駅利用客のため、無料駐車場の増設を検討する。 

・平成 18年度までに実施            ８駅 １６５台 

     ・平成 19 年度以降追加を検討 

⑥年度別計画 

利用者の利便性向上のためのＩＣカード乗車券システムの導入や輸送力増強のため

の新造車両の導入、フルタイム快速運転の実施へ向けた施設整備を進めるとともに、関

係機関と連携した利用促進策を展開する。３カ年間の施設整備費は以下のとおり。 

 

  （単位：百万円）  

事業費  
年度 事業概要 

当初計画 見直し後  

     

・新造車両の導入 236.5 236.4 ※１ 

・快速列車の運行 460 460 ※１ 

・自動列車停止装置増設 24 30 ※１ 

・踏切保安設備改修 6 5  

・コンクリート枕木化(軌道強化） 41 21 ※１ 

・ホーム嵩上げ(寺原、スロープ設置含む） 20 21  

・ホーム上屋新設 10 10 ※１ 

     

17 

計 797.5 783.1  

     

・コンクリート枕木化(軌道強化） 51   

・ホーム嵩上げ(スロープ設置含む） 15   

・踏切道格上工事  48 ※４ 

     

18 

計 66 48  
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事業費  
年度 事業概要 

当初計画 見直し後  

     

・新造車両の導入 250 245 ※１ 

・ＩＣカード乗車券システムの導入 180   

・行違い設備の新設（大宝） 120 126  

・ホーム嵩上げ（新取手、スロープ設置含む）  20  

・踏切道格上工事  19 ※４ 

     

19 

計 550 410  

     

・ＩＣカード乗車券システムの導入 400 580 ※１ 

・各入換信号機新設（下館） 60   

・自動列車停止装置の新設（駅同時進入） 25   

・ホーム嵩上げ（稲戸井、スロープ設置含む）  22  

・駅階段のスロープ化（石下）  4  

     

20 

計 485 606  

     

・閉そく信号機新設（三妻～大宝） 210   

・継電連動装置の改修（宗道、下妻、大田郷） 125   

・コンクリート枕木化(軌道強化） 51 51 ※１ 

・ホーム嵩上げ(新取手、スロープ設置含む） 20   

・ホーム上屋新設（中妻、三妻） 20 20 ※１ 

・自動列車進路制御装置（ＰＲＣ）新設工事（取手～下館）  200 ※１ 

・自動列車停止装置の新設（駅同時進入）  25 ※１ 

・Ｐ＆Ｒ駐車場増設  3 ※２ 

     

21 

計 426 299  

     

・コンクリート枕木化(軌道強化） 51 51 ※１ 

・自動列車停止装置の増設（分岐器曲線） 50 50 ※１ 

・ホーム嵩上げ(稲戸井、スロープ設置含む） 20   

・ホーム嵩上げ(小絹、スロープ設置含む）  20  

・車両の更新  250 ※１ 

・エレベーター設置（戸頭）  80 ※３ 

     

22 

計 121 451  

     

・自動列車進路制御装置（ＰＲＣ）設備新設工事、追越し

線の新設（石下） 
270   

・コンクリート枕木化(軌道強化） 51 51 ※１ 

・ホーム嵩上げ(小絹、スロープ設置含む） 20   

・車両の更新  250 ※１ 

     

23 

計 341 301  
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２１年度～２３年度 計 888 1051 

 

     

（注） ※１ 鉄道軌道輸送高度化事業（近代化）    

 ※２ 地域公共交通活性化・再生総合事業    

 ※３ 交通施設バリアフリー化設備整備事業    

 ※４ 保安設備整備費補助金    

 

 (２) 資金計画（詳細は別紙２） 

    国、県からの補助その他により施設整備を進める。 

         （単位：千円） 

  17 年度 18 年度 19 年度 20 年度 21 年度 22 年度 23 年度 

事業費計 783,111 48,000 410,000 606,000 299,000 451,000 301,000 

補助金（国） 155,483 24,000 71,167 170,000 44,260 130,200 93,533 

補助金（県） 155,483 0 61,667 64,307 42,760 103,533 93,533 

補助金（自治体） 276,000 0 0 0 0 26,667 0 

自己資金 196,145 24,000 277,166 371,693 211,980 190,600 113,934 

 

 (３) 収支計画 

（計画の見直し） 

年度別計画により列車の増便、ＩＣカード乗車券システムの導入、フルタイム快速運転

を実施した場合、常総線（全線）の各年度収支計画は次表のとおり。 

                            

                              （単位：百万円） 

    17 年度 18 年度 19 年度 20 年度 21 年度 22 年度 23 年度 

営業収益 1,956 1,614 1,680 1,716 1,733 1,750 1,768 

営 業 費 1,725 1,544 1,527 1,555 1,586 1,597 1,610 
常
総
線 

営業損益 231 70 153 161 147 153 158 

営業収益 470 565 634 647 666 686 706 

営 業 費 679 692 726 738 753 758 764 
常
総
北
線 営業損益 △ 209 △ 127 △ 92 △ 91 △ 87 △ 72 △ 58 

  営業損益 22 △ 57 61 70 60 81 100 

  経常損益 △ 27 △ 53 11 3 △ 7 14 47 

(注 1) 平成 19 年 4 月 23 日運賃改定実施 

(注 2) 燃料単価の増減により、損益の変動が予想されます。 

 

 

５．地方自治体、地域関係者等の支援の具体的内容等 

これまで、利用者の利便性を高めるために、駅舎の改築等に合わせて、県および地元市町

村により、駐車場・駐輪場など駅周辺の整備が進められるとともに、関係者と連携し利用拡

大に寄与する施設等の誘致を進めてきたところである。 

今後、利用者の確保・拡大を図るため、地元市町村をはじめとする関係者とともに利用促

進策を積極的に展開していく。 

 

（１）地方公共団体 

  ・県及び地元市町村による財政支援 
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県は、引き続き財政面において、輸送高度化事業補助により支援を行うとともに、県・

沿線市町が一体となり利用促進策等ソフト事業での支援を行う。 

・沿線自治体において、保育園、小学校等の社会体験学習の一環として体験乗車を実施。 

 

(２) 地域関係者 

   ・地域商店会との連携 

     駅前の広場の一角を、地元の商店会の活動の場として提供し、地域住民の駅への集客

や駅前のにぎわい創出を図る。 

・商工会議所・商工会実施イベントとのタイアップ 

     沿線の商工会議所・商工会が実施するウォーキング大会等のイベントにおいて、利用

促進のための常総線のＰＲ活動等を実施する。 

 

 （３）一体的に実施される沿線周辺の開発等 

常総地域では、東京への通勤圏として宅地開発が進められ、現在でも土地区画整理

事業が実施されている。また、市町村において駅前整備等が進められてきたところで

あり、今後は駅周辺のバリアフリー化、マイレール意識の高揚、地元市町村など関係

機関と連携した利用促進策を展開する。 

     

①まちづくり 

・沿線宅地開発【現在事業実施中】 

守谷駅周辺土地区画整理（守谷市）      38.7ha 計画人口 3,800 人 

下妻東部第一土地区画整理（下妻市）     17.9ha 計画人口 2,000 人 

常総ﾆｭｰﾀｳﾝ内守谷土地区画整理（都市再生機構）66.3ha 計画人口 5,400 人 

下高井地区特定土地区画整理（都市再生機構） 79.7ha 計画人口 6,100 人 

     ・新駅改良 

       下高井新駅（仮称）新取手～稲戸井間に平成 23 年度開業予定 

       乗降客数では、開業時約1,000人を見込み10年後には約1,500人が見込まれる。 

・駅前広場整備、バリアフリー化 

これまで、常総線駅周辺環境整備事業として駅前広場等の駅周辺地域の整備とバ

リアフリー化に取り組んできた。今後も駅周辺のバリアフリー化を推進し、スロ

ープや視覚障害者誘導用ブロック等の整備を実施する。 

     ・案内板等の設置 

各駅前広場に駅周辺施設や観光スポットの案内板等を設置する。 

    

（４）その他 

   ・集客施設の誘致   

     関係機関と連携し、引き続き沿線地域に集客施設を誘致し利用者の拡大を図る。 

      水海道駅：ポリテクセンター茨城(茨城職業能力開発促進センター)（平成 15 年度） 

      南守谷駅：西友楽市ショッピングセンター（平成 15年度） 

      守谷駅 ：ロックシティー守谷ショッピングセンター（平成 19 年度） 

  

・今後の利用促進策 

常総線活性化支援協議会において以下の利用促進策を検討し具体化を図る。 
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＜主な利用促進策＞ 

・通学定期の割引率の引き上げ 

・夏、冬、春休み学生フリー切符発売          （H17 年度～実施中） 

・自転車積み込み列車の運行              （H17 年度～実施中） 

・駅における自転車の無料貸し出し           （H17 年度～実施中） 

・70 歳以上高齢者向け定期券（すこやかパス）の発売   （H17 年度～実施中） 

・沿線自治体のイベント時のフリー切符発売 

・沿線自治体の歩く会、マラソン大会等の開催 

・自社による駅からウォーキング大会の開催       （H18 年度～実施中） 

・鉄道用品の販売                       （継続実施中） 

・記念切符の発売                      （継続実施中） 

・鉄道オリジナルグッズの発売                （継続実施中） 

・保育園、幼稚園、小学校の社会体験乗車           （継続実施中） 

・気動車の体験運転                  （H17 年度～実施中） 

・フィルムコミッション活動の推進           （H17 年度～実施中） 

・ラッピング列車の運行                （H17 年度～実施中） 

・つくばエクスプレスとの共同イベントの開催      （H17 年度～実施中） 

・ＪＲ、つくばエクスプレスとの共同企画乗車券の発売  （H17 年度～実施中） 

・真岡鐵道と連携したイベント列車の運行 

・常総線真岡鐵道線共通 1 日自由きっぷの適用期間拡大 （H18 年 11 月より実施中） 

・駅待合スペースを利用した展覧会の開催        （H18 年度～実施中） 

・美術館等と連携を図ったウォーキング大会の実施    （H19 年度～実施中） 

・鉄道利用者以外の沿線住民に対するアンケート調査の実施（H20 年度～実施中） 

・枕木等のオーナー制度の採用  

・千姫まつりの開催による利用促進           (H17 年度～実施中)   

・常総線沿線自治体における花火大会開催による利用促進 (H17 年度～実施中) 

・取手アートプロジェクトの開催による利用促進     (H18 年度～実施中) 

    ・沿線市民向け利用補助 

        シルバーパス（高齢者割引）の導入         （平成 17年度実施） 

   企画切符の検討 

      ・国、県、沿線市町村及び民間団体による利用促進 

        地域資源を活かし広域的な交流圏を形成するため、常総線を利用したウォーキ 

ング大会等のイベントを開催し利用促進を図る。 

 

        ローカル線でゆく人と川の交流圏づくり推進協議会の設立（Ｈ15．8） 

        構成員 : 下妻市長、常総市長、関連する地域づくり団体の長、茨城県企画部

地域計画課長、茨城県企画部企画課長、茨城県商工労働部観光物産課

長、茨城県県西地方総合事務所総務課企画振興室長、国土交通省下館

河川事務所調査課長、東日本旅客鉄道株式会社水戸支社営業部販売課

長、関東鉄道株式会社鉄道部業務課長 

・その他 

     ・ボランティアによる美化、清掃活動 

        ボランティアにより、年間を通して花壇等の整備、清掃活動を実施する。 
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６．再生の具体的効果 

（１）利用者利便性向上、輸送力増強 

①列車増便による輸送力増強 

      新造車両の導入により下館～守谷間の列車増便を実施する。現在、常総北線におい

て日中一時間当たり２本の運行本数を３本に増便する。 

         (単位：本/日 快速含む) 

区    間 平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度以降 

取手～守谷 １６２ １９１ １９１ １９７ １９７ 

守谷～水海道 １６０ ２０９ ２０９ ２３７ ２３７ 

水海道～下妻 ７０ ８６ ８６ １０１ １０１ 

下妻～下館 ５８ ７８ ８２ ９６ ９６ 

             平成 17 年 8月 24 日 TX 開業 

・始終発時刻延長・・・利用者の状況を踏まえ必要に応じて検討する。 

 

②乗り継ぎ改善、アクセス改善 

   ＩＣカード乗車券システムを導入し、ＪＲ線及びつくばエクスプレス線を含めた他

交通事業者とのスムーズな乗り継ぎを提供することにより利用者の利便性向上を図

る。定期外乗車の連絡運輸範囲が首都圏全域に拡大するほか、窓口・券売機・改札機

での混雑緩和による乗換時間の短縮が期待できる。 

 

③フルタイム快速の実施 

   現在、快速列車の頻度は朝夕のラッシュ時に１本/１時間、日中 1本/3 時間程度で

あるが、上記の段階的な設備改良策によって、終日概ね 1 本/１時間のフルタイム快

速運転が可能となる。現在 12 本/日の快速列車の運行本数を 20 本/日とすることを目

標とする。 

 

（２）高齢者対策・バリアフリー化の推進 

      高齢者、身障者、子供連れの方など誰もが利用しやすい駅を目指してバリアフリー

化を計画的に推進する。 

・ホームの嵩上げ        全 24 駅中→平成 19 年度まで 6駅整備済み 

・スロープ整備        全 24 駅中→平成 19 年度まで 3駅整備済み 

 

７．計画の推進体制 

地元市町村を中心とする組織を整備し、再生計画に基づき関係機関と連携し、支援方策等

の検討及び支援事業の推進を図る。 

（１）組織の名称 

・常総線活性化支援協議会 

（２）構成機関の名称：地方自治体（県、市町） 

         沿線商工会・商工会議所 

         住民 

         関東鉄道 



  13 

（３）審議事項 

   ・再生計画の策定、支援方策の検討 

（４）関係機関との連携事項等 

・首都圏新都市鉄道と連携した利用促進策の検討 

８．フォローアップ（検証）計画等 

再生計画のフォローアップを行うため、事業者が策定した年度毎の経営計画と実績につい

て比較検討を行い利用促進策の推進を図る。 

   ・年度別利用者数、収支について計画を策定。 

   ・上・下半期毎に常総線活性化支援協議会において検証。 

  ・再生計画のフォローアップにより利用促進策を推進する。 

 

 

 

事 業 者 名  関東鉄道株式会社 

関係自治体    茨城県、取手市、守谷市、坂東市、つくばみらい市、常総市、下妻市、 

筑西市、八千代町 

協 議 会    常総線活性化支援協議会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  14 

別紙１ 実績一覧     

①関東鉄道     

事   業   名 事業箇所 
事業期間 

（実施時期） 
事業の進捗状況 事業の具体的効果・目標の達成状況 

ホーム嵩上げ（スロープ設置含） 寺原駅 17 年度 １７年１１月竣工。（計画通り） 

・自社整備 

・ホームと車両の段差を最小限にし安全性・利便性を向上。 

・スロープ、誘導ブロック設置による移動円滑化。 

新造車両の導入 
守谷駅 

～下館駅 
17 年度 １７年８月納車。同月より運用開始（計画通り） 

・１７年８月開始の快速運転対応車両。 

・高性能車両の導入により、年額約６００万円の燃料費・ 

修繕費節減が期待できる。 

軌道強化（PC 枕木化） 

下妻駅 

～騰波ノ江

駅 

17 年度 １７年１２月竣工。（計画通り） ・年間約６０万円の修繕費が軽減される。 

自動列車停止装置増設 
守谷駅 

～下館駅 
17 年度 

１７年１０月竣工。設備の使用開始は 

１７年７月。（計画通り） 

・最高速度向上のための ATS 新設・改良（快速運転対応事業）。 

・常総北線の乗降人員約１０％増加。 

踏切保安設備改修 
守谷駅 

～下館駅 
17 年度 

１７年１０月竣工。設備の使用開始は 

１７年７月。（計画通り） 

・最高速度向上のための踏切改良（快速運転対応事業）。 

・常総北線の乗降人員約１０％増加。 

ホーム上屋新設 宗道駅 17 年度 １７年９月竣工。（計画通り） ・駅利用者のサービス改善 

新造車両の導入 
水海道駅 

～下館駅 
１9 年度 １9 年 10 月納車予定。同月より運用開始（計画通り） 

・高性能車両の導入により、年額約６００万円の燃料費・ 

修繕費節減が期待できる。 

行き違い設備の新設 大宝駅 19 年度 20 年 3 月竣工（計画通り） 

・自社整備 

・単線区間の交換待ち時間が最大で 3 分 30 秒短縮され、 

到達時間の短縮による速達性の向上が図れる。 

ホーム嵩上げ（スロープ設置含） 新取手駅 19 年度 19 年 9 月竣工（21 年度計画を早期実施） 

・自社整備、利用者要望多数のため早期実施 

・ホームと車両の段差を最小限にし安全性・利便性を向上。 

・スロープ、誘導ブロック設置による移動円滑化。 

IC カード乗車券システムの導入 
取手駅 

～下館駅 

19～ 

20 年度 

計画変更 

（20 年度地域公共交通・再生総合事業にて実施） 
  

ホーム嵩上げ（スロープ設置含） 稲戸井駅 20 年度 20 年 9 月竣工（22 年度計画を早期実施） 

・自社整備、利用者要望多数のため早期実施 

・ホームと車両の段差を最小限にし安全性・利便性を向上。 

・スロープ、誘導ブロック設置による移動円滑化。 

②沿線自治体     

事   業   名 事業箇所 
事業期間 

（実施時期） 
事業の進捗状況 事業の具体的効果・目標の達成状況 

【快速列車運行設備】 

踏切保安設備の更新、 

継電連動装置の改良、 

駅の放送設備の新設・改良、曲線修正 

守谷駅 

～下館駅 
１７年度 

１７年８月快速運転開始。 

竣工は１７年１０月。（計画通り） 

・快速運転により守谷～下館１７分短縮（６３分→４６分） 

・常総北線の乗降人員約１０％増加。                                       

P＆R 駐車場の整備 常総北線 
17～ 

19 年度 

17 年度に 8 駅 130 台設置。その後、 

18 年度に 35 台、19 年度に 24 台の増設（計画通り） 

・平均利用率 17 年度 32%、18 年度 46%、19 年度 47%。 

・常総北線の乗降人員約 10％増加。 

・21 年度以降は地域公共交通再生総合事業にて実施 

駅ウォーキング大会の開催 常総北線 
18～ 

19 年度 

駅をスタート・ゴールとするウォーキング大会を 

２年間で７回開催。（計画通り） 

・参加総数 1,898 名。鉄道旅客運賃増収額 2,230 千円。 

・20 年度は地域公共交通再生総合事業にて実施 

フイルムコミッション活動の推進 
取手駅 

～下館駅 

18～ 

20 年度 

撮影列車の臨時運行などによる積極的な 

ロケ誘致活動を実施（計画通り） 
・撮影収入の増収とロケ地 PR による集客効果あり 
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別紙２ 補助金関係       

        
補助金 年

度 
事業内容 事業費 補助率 

国 県 自治体 
自己資金 

              

・新造車両の導入 236,400   1/3 63,829  63,829    108,742  

・快速列車の運行 460,211   1/3 79,554  79,554  276,000  25,103  

・自動列車停止装置増設 30,000   1/5 6,000  6,000    18,000  

・踏切保安設備回収 5,000          5,000  

・コンクリート枕木化 20,500   1/5 4,100  4,100    12,300  

・ホーム嵩上げ 21,000          21,000  

・ホーム上屋新設 10,000   1/5 2,000  2,000    6,000  

              

17 

計 783,111    155,483  155,483  276,000  196,145  

              

・踏切道格上工事 48,000   1/2 24,000      24,000  

              
18 

計 48,000    24,000  0  0  24,000  

              

・新造車両の導入 245,000   1/3 61,667  61,667    121,666  

・行違い設備の新設 126,000          126,000  

・ホーム嵩上げ 20,000          20,000  

・踏切道格上工事 19,000   1/2 9,500      9,500  

              

19 

計 410,000    71,167  61,667  0  277,166  

              

・ＩＣカード乗車券システム 580,000    170,000  64,307    345,693  

・ホーム嵩上げ 22,000          22,000  

・駅階段のスロープ化 4,000          4,000  

              

20 

計 606,000    170,000  64,307    371,693  

・コンクリート枕木化 51,000   1/5 10,200  10,200    30,600  

・ホーム上屋新設 20,000   1/5 4,000  4,000    12,000  

・PRC 設備新設工事 200,000   1/5 23,560  23,560    152,880  

  (北線 117,900)           

・自動列車停止装置の新設 25,000   1/5 5,000  5,000    15,000  

・Ｐ＆Ｒ駐車場増設 3,000   1/2 1,500      1,500  

              

21 

計 299,000    44,260  42,760    211,980  

・コンクリート枕木化 51,000   1/5 10,200  10,200    30,600  

・自動列車停止装置の増設 50,000   1/5 10,000  10,000    30,000  

・ホーム嵩上げ 20,000          20,000  

・新造車両の導入 250,000   1/3 83,333  83,333    83,334  

・エレベーター設置 80,000   1/3 26,667    26,667  26,666  

              

22 

計 451,000    130,200  103,533  26,667  190,600  

・コンクリート枕木化 51,000   1/5 10,200  10,200    30,600  

・新造車両の導入 250,000   1/3 83,333  83,333    83,334  

              
23 

計 301,000    93,533  93,533    113,934  

 


